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本邦~.iîの所謂アカハダと呼ぶ紅藻は陸奥国大間附 JlÍ!lt.のものに就いて，

故遠藤吉三郎博士が Pachymeniacarnosa J AG.と同定されたもので，故岡

村博士も東北地方l主のものに就いて日本海藻誌に記載されてい るが，岡村博

士は PachymeniaとGratelozφzaとのjE1i{liな区別を明らかにせず， と述べ

られている。 北大山田教授は 1952年 10月日本植物学会大会に於ける特別

詩演で同教授が大間附近庄のアカハダに就いて解剖的の性質を精検した結果

栄養休の構造は比較的よく似ているが，裂果の構造が全然 J.AG.の原記載と

呉:なる放を以って木種を Pachymenioρ'sisyendoi YAMADA としたい旨を発

表 されてい る 。 筆者は l~~ 両日気仙沼!止の所詐j ア カハダを入手 したので体の構造

と 生殖器官を精検した結果，気仙沼産のアカハダと称する紅ð.~には砂くとも

2 種類あることが判明した。即ち 1 つは内 j支)留の星形細胞 J~ti が数居あるもの

で， 他は之に比較して墜形細胞!留が少なく ， 且つ出来の紘子も IÌÎl者と g~なる

ものである。

lìíJ者は山 l工1数段が大 1'1日産について検されたもの及び I! 本海f~~ f:，i; p. 546， 

255図のものとよく一致するが後者は相庄がある。

i列者ーについては尚特検を要するので，後者について検した結果を此処に

報告し，ムカデノリ料名属間の区別を明らかにする一助とする。

1.供試材料

1954 '.:1・4)111I二11持前気1111if{に於て中村議問博士が採qミしたフォノレマリ

ン液i良県本。染色はコットンブリユーキl刊を 0.596溶液による。

北海道主幹事与火I)}!"岩見対3分校
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2. 体の構 造

体は約500μ 乃至 1000t!厚く ，皮層は5乃至10)習で6乃至8層が普通で

ある。最外層は長楕円形の細胞から成り，之にあい、て球形乃至楕円形の細胞

から成る 3層内外の外皮庖が存する。中間層は 3層内外でやや大形の球形又

は楕円形の細胞から成り，最内層の細胞は不規則な球形又は星形細胞で髄糸

に述絡する。皮l習の細胞列は表面に垂直で 3乃至4回叉;伏に分岐するのが

普通である。最外j晋細胞は変形して毛i伏を呈するもの屡々あり，此の毛は原

形質に富み長さ 1000μに達するものあり，コ ツトシプリ ユ{でよ く染まり，

短かいものでも他の皮層制胞と区別することが出来る。毛は叢生し，雌性体，

四分胞子体共に同様に見られるe 皮層細胞は最内層を除き様の述絡はない。

皮陪に殆んど械の辿絡がないことは此の植物がWH本され易い原因と考えられ
る。崩壊した体に於ても叉j伏に分自立した皮脳細胞列は扇j伏の 1A作となってい

る。此の事は乾燥襟本を水に試して切片を観祭するI時に著し く目立つことで

ある。髄糸は径 10 μ 内外の長い紺i胞から成り叉}U~ ， I時に三叉i伏に分岐し， 休

の表面に垂直のもの及び体の長柄hに平行に走るものが可なりそ貯に結合 してい

る(第1図1，2及び第3図L
3. 四分胞子嚢

四分胞子出は皮lf干の中防H;1の大形細胞から分自立したもので，最外Jm細胞
の次の細胞と同絡で，成熟したものは十字践に分裂し，体の両国に一様に分

布ーする。四分胞子体の皮}¥計十tXTt't体に比して細胞jgが少なくやや大型である

が，毛を有すること，ぷ(J白の最内陪以外に棋のJ1!絡がないことなどにより本

謹の四分胞子体であるこ と がわかる。四分胞子~の存了[は肉眼で!'t認めr.~l~い

(第1図3)。

4. 雌性生殖器官

カノレポゴン校はカノレポゴ γと1個の胎原列車11¥胞から成り ，1文l習'=!='I'L形成

される校叢の底部に生ずる。支持細胞は内皮 '~(i の大形制l胞から普通第 2 番目

に相当する細胞である。 Hfl原列細胞からは更に数個の細胞から成る小校を分

岐する。受キ11j毛はカノレポゴ γから出て数回肱回して体ぷに述する。助細胞も

カノレポ ゴγ校と同様に紋;住民部の制1¥胞ヲIjM¥]に形成されfT通内l支出の大形細胞
から 2乃至4若干日に当り，長m円形で色京によく染まる。助細胞を滅する校
叢は大部分球形革m胞から成り ，カノレポ ゴン校の校法に比して岡H在聞では色系ー
に染り世11'い(第 1際14及び5'。
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5. 雄性生殖器官

精子襲は最外層から生ずる原形質に富んだ細胞の末端に生じ球形である

(卸 1図6)。

ffa 

~ 1闘
1. i本の積鹿野の-1m x250 
2. 毛を有する皮!膏の-1m x250 
3. l!fl分IJ也子認休c柏~iIlfr x250 
4. カルポゴン枝及び助主II!lJe!を織する枝滋 x250 

5. 以l菜111胞 を有する枝:慢の剰Iille!列が内皮熔主11I!l包(X)から分岐している
様を示す x250 

G. *;守子蕊を有するfJl-o;flWI!Ifr x 250 

A.1I))主111胞 An.精子様;C.カノレポ コ、 ン Ha.毛;

H. !I的il列車Ill!l包 s支J村 II!胞 T.?Z:1'，!;.毛

6. 嚢呆の設建過程

6 

受キ11iしたカノレポゴンは第2伊11に示す如くf1fi原列和11胞と癒合 し， 癒合前11

胞から数木の連絡糸を生ずる。此の迎絡糸は助制)j包によ三入る。辿絡糸に!!liが;

したD)J*ITI胞は!戎胞糸を分裂する。!戎胞糸は数回分裂するが節一成!泡糸刷、大尽l

であるの助細胞及びその技法のれ*111胞け、小放を分i1法 し，Jltの小枝け、更に数1六|

ヌ1Iえに分岐するが網iIえとなることはない。一方校;;訟の}iiJ聞にある髄糸も叉i1J¥
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第 2図

1. カノレポゴンと lJt1J日〔列車1Il1Jf1が総合し~総糸を l.I\ したもの x250 

2. Ct. b. C. 盛巣立主治c順序 x250 
3. 4. JJ)Jk:IJIIJf1&びその枝i振に山梨する殺後糸と髄糸に11131えする被波

糸 の主Ib忠告を示す x250 

A. Jl)J益11!1Jf1;C.F. jili忠告糸;F.C.総合主1JI1Jf1; l~ ， . JJ)J系!日目白及びその枝j践にFli
※すろ被渡糸 ;F~. 紛糸に él:l来する被礎糸点IJ色糸; Ha.毛;M.F.悩糸

又は不規則に分岐して網j伏となり仁を取囲む。助言III胞及びその校叢I'C.II:I米す

る被援糸 と髄糸?に由来する被~.1糸は所々に於て述結 し て い るが， 両者は コ ッ

トンブリ ユーに対する染l主がiJ%なるので(前者は後者よりもよく染まる)明ら

かに見分けることが出来る (~f;2図2.a.b.c，3，4及び第3図)。 十分成熟した

出果は可なり衝な網拡似糸に固まれ果イL~:;{-fする。 蛍果は1M倒づっ民
団する傾向があり ，肉眼を以って集団を識別:.U米る(第3図)。

- 9 ー



10 五草 野l 第 3 ~ 第 1WH 昭和 30年5Jj 

第3図 成熱 した議果 x250

A. JJ)J芸11111包;FI・助細胞及びその殺i加こ
由来する被1'M糸 F~・ 悩糸に由主Iとする

被夜糸 ;G. JoGJ]包糸

7. 要約

1) 皮層は普通6乃至8NJ! 11奇z

に57'1至 101習で， 最外胞は楕円

形，他は概ね球形細胞からl戎り ，

中間jlfjと外皮隠との区別は!顕著で

ない。

2) )J<.凶は数回叉;伏に分岐す

る*IUIJ包ダIJから成るが，最I"'JJぜをl徐

いて般の辿絡はない。

3) 最外陪はffJl々 毛を設止す

る。

4) 髄部は可なり密に結合す

るi鎚糸から成る。

5) 誕果は果孔を有し，体の

同而に生じ， ぷf. 1'~~ と 髄苦1\の聞にJT恥し ， 10数個づっ集団 して生ずる傾向があ

る。

6) 出来を囲む!反核糸には 2極あり ，1は助制11胞及びその校訟にl土|米し，

叉;伏に分岐するもので，他は髄糸にl担米し網;伏である。

7)粘l子誕は外皮庖細胞から分裂した*111胞の末端に生ずる。

8) 四分胞子袈は皮!習の中間国から生じ，i設外国細胞の次の細胞と同格

で，十字様に分裂する。

終りに研究資料を提供され終始街l製Jliijなる御指導をil結った北大山回数授

に深甚なる謝也、を表する。又研究材料を挺供された京白M北大海謀研究所中村
ドlJ土にJ必却する。
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